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（文書館毛利家文庫 29風説 42「止可雑記」収載） 

 

上は、丹後国倉橋山に現れたという件（くだん）とよばれる人面牛体の怪物。天保 7年（1836）

に丹後国与謝郡で刷られた瓦版の写しのようで、原本にあたるものをウェブ上で見ることができ

ます。当館にはこのほか、文政 2年（1819）に上関で生まれたという件（くだん）の記事も見

ることができます（裏面参照）。 

件（くだん）は江戸時代末期から西日本各地にあらわれ、豊年や飢饉・疫病等の流行を予言

したり、また日清戦争や日露戦争の前にも姿を現し、日本の将来を予言したりしたとされます。

太平洋戦争時にも広島県の山中や岩国、松山等で出現の噂があったようです。近くは阪神淡

路大震災や東日本大震災のときも、都市伝説のように件（くだん）の目撃談が語られました。 

 

件（くだん）は世情不安の時に現れ、さまざまな予言をしますが、その性質は至って正直で、

その予言は外れることがないとされます。古来、書状・証文などの最後に「よって件の如し」（前

記記載の通りである、の意）と書き記す慣例がありますが、それはこの件（くだん）が正直なこ

とから来ているという説もありました。 

「件」は「人＋牛」の文字ですから、一種の言葉遊びのようですが、件（くだん）の出現

の背景に、遊びとはかけ離れた厳しく不安な社会情勢があったことは確かでしょう。それらの不

安を背景にして、写真の件（くだん）が予言するように、「自身の絵を描いて貼っておくと、災

いを免れ豊年になる」という予言を信じる気持ちが人々に広がっていったのでしょう。 

 

よって   （くだん）のごとし 

～予言する正直な怪物～ 
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みなさんも、この件（くだん）の絵を、切り取り線で切り取って、家のどこかに貼っておかれて

はいかがでしょう。 
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（参考） 

作柄の豊凶や疫病の流行を予言し、自身の絵を描いて貼っておくことで厄災を

逃れるとする怪物はほかにもいくつか知られており、「アマヒコ（海彦・天彦など）」

「ヤマワラハ（山童）」「神社姫」「姫魚・人魚」等々とよばれます。 

下の写真は、天保14年（1843）に肥後（資料中では筑紫）天草にあらわ

れたという怪物です。「アマヒコ」、「ヤマワラハ」の多くと同じく三本足をもち、木の葉

あるいは羽のようなものをまとっています。疫病の流行を予言し、自身の絵を見るこ

とで難を逃れるという点も同様です。 
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